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第２回北竜町議会定例会 第１号

令和２年６月１８日（木曜日）

〇議事日程

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告

４ 行政報告

５ 一般質問

６ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて

〔北竜町税条例の一部改正について〕

７ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて

〔令和２年度北竜町一般会計補正予算（第３号）について〕

８ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて

〔令和２年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて〕

９ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて

〔令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算

（第１号）について〕

１０ 同意第 ６号 農業委員会委員の任命について

１１ 同意第 ７号 農業委員会委員の任命について

１２ 同意第 ８号 農業委員会委員の任命について

１３ 同意第 ９号 農業委員会委員の任命について

１４ 同意第１０号 農業委員会委員の任命について

１５ 同意第１１号 農業委員会委員の任命について

１６ 同意第１２号 農業委員会委員の任命について

１７ 同意第１３号 農業委員会委員の任命について

１８ 同意第１４号 農業委員会委員の任命について

１９ 同意第１５号 農業委員会委員の任命について

２０ 同意第１６号 農業委員会委員の任命について

２１ 同意第１７号 公平委員会委員の選任について

２２ 同意第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

２３ 議案第３６号 北竜町税条例の一部改正について

２４ 議案第３７号 固定資産評価審査委員会条例の一部改正について

２５ 議案第３８号 北竜町地域支え合いセンターの設置及び管理に関する条例の一部
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改正について

２６ 議案第３９号 北竜町国民健康保険条例等の一部改正について

２７ 議案第４０号 北竜町介護保険条例の一部改正について

２８ 議案第４１号 北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正について

２９ 議案第４２号 北竜町特別奨学資金貸付基金条例の制定について

３０ 議案第４３号 令和２年度北竜町一般会計補正予算（第４号）について

３１ 議案第４４号 令和２年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて

３２ 議案第４５号 令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第

２号）について

３３ 議案第４６号 令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会

計補正予算（第１号）について

３４ 議案第４７号 令和２年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）について

３５ 報告第 ２号 令和元年度北竜町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

３６ 報告第 ３号 株式会社北竜振興公社の経営状況を説明する書類の提出について

３７ 閉会中の所管事務調査について

３８ 議員の派遣について

〇追加日程

３９ 行政報告

４０ 議案第４８号 令和２年度北竜町一般会計補正予算（第５号）について

４１ 意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め

る意見書

４２ 意見書案第３号 「地方財政の充実・強化」を求める意見書

４３ 意見書案第４号 「新たな基本計画における農村振興の強化」を求める意見書

〇出席議員（７名）

２番 尾 﨑 圭 子 君 ３番 北 島 勝 美 君

４番 小 松 正 美 君 ５番 小 坂 一 行 君

６番 松 永 毅 君 ７番 藤 井 雅 仁 君

８番 佐々木 康 宏 君

〇欠席議員（１名）

１番 中 村 尚 一 君

〇出席説明員

町 長 佐 野 豊 君
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副 町 長 高 橋 利 昌 君

教 育 長 有 馬 一 志 君

総 務 課 長 続 木 敬 子 君

企画振興課長兼
ひまわりプロジェクト 南 波 肇 君
推 進 室 長

住 民 課 長 東 海 林 孝 行 君

建 設 課 長 奥 田 正 章 君

産 業 課 長 細 川 直 洋 君

農 業 委 員 会
南 秀 幸 君

事 務 局 長

教 育 課 長 井 口 純 一 君

会 計 管 理 者 北 清 広 恵 君

地 域 包 括 支 援
神 藪 早 智 君

セ ン タ ー 長

永 楽 園 長 森 能 則 君

総 務 課 主 幹 高 橋 克 嘉 君

代 表 監 査 委 員 板 垣 義 一 君

農 業 委 員 会 長 水 谷 茂 樹 君

〇出席事務局職員

事 務 局 長 高 橋 淳 君

書 記 田 畑 晶 子 君
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開会 午前 ９時００分

◎開会の宣告

〇議長（佐々木康宏君） ただいま出席している議員は７名であります。定足数に達して

おりますので、令和２年第２回北竜町議会定例会を開会いたします。

◎開議の宣告

〇議長（佐々木康宏君） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（佐々木康宏君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、議長において、７番、藤井議員

及び２番、尾﨑議員を指名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から１９日までの２日間にいたしたいと思

います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、会期は本日から１９日までの２日間に決定いたしました。

◎日程第３ 諸般の報告

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３、諸般の報告を行います。

本定例会に提出された案件は、承認４件、同意１３件、議案１２件、報告２件でありま

す。

次に、本定例会に説明員として、佐野町長、高橋副町長、有馬教育長、板垣代表監査委

員、水谷農業委員会会長、続木総務課長、南波企画振興課長兼ひまわりプロジェクト推進

室長、東海林住民課長、奥田建設課長、細川産業課長、南農業委員会事務局長、井口教育

課長、北清会計管理者、神藪地域包括支援センター長、森永楽園園長、高橋克嘉総務課主

幹、それぞれ出席しております。

本会議の書記として、高橋淳局長、田畑書記を配します。

次に、監査委員から、令和２年２月分から４月分に関する例月出納検査並びに財政援助

団体等の検査結果について、公の施設の指定管理者監査の結果報告がございました。この

際、代表監査委員から補足説明があれば発言を許します。

板垣代表監査委員。
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〇代表監査委員（板垣義一君） 今定例会には３件の監査報告書を提出させていただいて

おります。１つ目には、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づき実施しておりま

す２月、３月、４月に実施をいたしました例月出納検査報告書であります。例月出納検査

につきましては、各月とも検査結果報告書のとおり計数に誤りがなく、適正に処理されて

いるものと認められました。

次に、地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき行った財政的援助団体等の監査結果

報告書であります。北竜町が補助金、交付金、負担金及び貸付金等の財政的援助を行って

いる全ての団体のうち、あらかじめ提出を求めた財政援助団体等３９団体の資料に基づき、

監査委員により２団体を監査実施団体として選定し、監査を行いました。結果、口頭にお

いて注意、指導及び改善を行った軽易な事項を除き、それぞれの団体における補助金等に

係る事務処理は、補助金等の交付の申請から同実績報告書まで北竜町補助金等交付規則に

従って手続されておりました。なお、予定されていた事業計画は、会計処理を含め、その

目的に沿ってそれぞれ適切かつ効果的に処理されていると認められます。町は、これら２

団体から提出される実績報告書を適正評価の下、補助金等の交付を適切に判断し、それぞ

れの団体が目的達成のため事業活動を円滑に促進できるよう育成保護及び奨励を引き続き

図られることを期待いたします。

次に、３点目でありますが、地方自治法第１９９条第７項の規定に基づき行った公の施

設の指定管理者監査報告書であります。監査の目的、実施施設、監査の方法等については、

報告書に記載のとおりであり、結果、おおむね適正かつ効果的に執行されているものと認

められました。今後についても指定管理者制度を導入した所期の目的の達成のため、指定

管理業務の評価などを行い、制度の検証を図り、町民サービスの向上と住民福祉の増進に

一層の努力をされるよう望むところであります。

以上を申し上げ、例月出納検査結果報告書、財政的援助団体等監査報告書、指定管理者

監査報告書の３点の補足説明とさせていただきます。

〇議長（佐々木康宏君） 次に、議長会務報告につきましては、お手元に配付してありま

すので、お目通しの上、ご了承賜りたいと存じます。

次に、総務産業常任委員長から閉会中の所管事務調査の結果報告がございました。この

際、委員長から補足説明があれば発言を許します。

北島総務産業常任委員長。

〇総務産業常任委員長（北島勝美君） 閉会中の事務調査について報告いたします。

調査日につきましては、令和２年２月２６日。

調査内容については、財政状況についてでございます。

出席者、議員全員、事務局２名。

説明者につきましては、高橋副町長、続木総務課長、高橋総務課主幹、内田財政係長。

調査結果につきましては、指摘事項はございませんでした。

続きまして、令和２年４月８日。
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調査事項については、小学校の運営状況であります。

出席者、議員全員、事務局２名。

説明者につきましては、有馬教育長、井口教育課長、森教育主幹、松縄小学校校長、大

脇小学校教頭であります。

口頭で状況を聞いておりますが、指摘事項はございませんでした。

続きまして、令和２年６月１１日。

調査内容については、国民健康保険についてでございます。

出席者、議員全員、事務局２名。

説明者につきましては、東海林住民課長、長谷住民課長補佐。

指摘事項についてはございませんでした。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 各委員、付け加えることはございませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 次に、まちづくり等調査特別委員長から閉会中の調査研究の中

間報告がございました。この際、委員長から補足説明があれば発言を許します。

藤井まちづくり等調査特別委員会委員長。

〇まちづくり等調査特別委員長（藤井雅仁君） まちづくり等調査特別委員会中間報告書。

まちづくり等調査特別委員会が令和２年度に行った調査結果について下記のとおり中間

報告をいたします。

調査日、令和２年６月１１日。

調査事項、町立やわら保育園雇い止めについて。

出席者、議員全員と高橋事務局長、田畑書記。

説明者、佐野町長、高橋副町長。

中間報告、結果、前和保育所所長より閉園の申出を受けた。平成２８年１０月以降の状

況について説明を受けた。雇い止めについて弁護士と都度協議を行っており、町の対応に

問題はないと回答を得ていると説明を受けた。調査状況に関しては、随時定例会にて報告

していく。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 各委員、付け加えることはございませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 以上で諸般の報告を終わります。

◎日程第４ 行政報告

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４、行政報告を行います。

町長、教育長の順に行います。

最初に、町長。
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佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 令和２年第２回議会定例会に当たり、行政報告を申し上げます。

最初に、総務課より令和元年度北竜町各会計歳入歳出決算の状況についてであります。

令和元年度北竜町一般会計並びに特別会計７会計の決算につきましては５月３１日付、簡

易水道事業会計につきましては３月３１日付をもって会計を閉鎖したところでありますが、

各会計ごとの決算の概要についてご報告申し上げます。会計名、歳入総額、歳出総額、差

引き、備考の順で申し上げます。一般会計、歳入４２億１，５５９万７，１４３円、歳出

４１億４，８２５万７，１３２円、差引き６，７３４万１１円、このうち繰越明許費繰越

額は１，７２３万２，０８０円であります。特別会計、国民健康保険、３億１５４万２，

８６１円、歳出２億９，６７５万１６６円、差引き４７９万２，６９５円。町立診療所事

業、１億１，１３４万８，１２１円、歳出１億１，０８６万１，１６２円、差引き４８万

６，９５９円。後期高齢者医療、３，５６７万３，３０８円、歳出３，５６１万３，２０

８円、差引き６万１００円。介護保険、２億８，５１０万４，２１２円、歳出２億７，５

２８万２，６８６円、差引き９８２万１，５２６円。特別養護老人ホーム事業、４億２，

５５３万２，２１５円、歳出４億２，４９９万３，４０９円、差引き５３万８，８０６円。

農業集落排水事業及び個別排水処理事業、１億１，００７万３，５９０円、歳出１億９８

０万４，２７３円、差引き２６万９，３１７円。簡易水道事業、１億６，５３１万７０３

円、歳出１億７，９２１万５，０８７円、差引きマイナスの１，３９０万４，３８４円。

合計、歳入総額５６億５，０１８万２，１５３円、歳出総額５５億８，０７７万７，１２

３円、差引き６，９４０万５，０３０円。なお、一般会計並びに特別会計、簡易水道事業

会計を除くでありますが、歳計剰余金は全額翌年度に編入させていただきました。

次に、企画振興課より新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について。令

和２年４月７日に閣議決定された新型コロナウイルス感染症緊急経済対策において、地方

公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるよう新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金が創設され、４月３０日に補正予算が成立いたしまし

た。交付対象事業としては、新型コロナウイルスの感染拡大の防止及び感染拡大の影響を

受けている地域経済や住民生活の支援を通じた地方創生に資する事業で、緊急経済対策に

掲げられた４つの柱のいずれかに該当する国庫補助事業等及び地方単独事業が対象となり

ました。本町への第一次配分の交付限度額は３，４２３万４，０００円で、感染症の予防、

拡大防止、地域経済の維持、継続、子供の学習支援、学習環境の整備、収束後の地域経済

の活性化、観光の振興策として６１事業、５，７９０万５，４７１円を総事業費とし、５

月１８日付で補正予算の専決処分を行いましたので、ご報告申し上げます。

同じく企画振興課よりふるさと納税について。ふるさと納税につきましては、６月１６

日現在、件数で６，１２５件、金額では８，４８５万９，０００円のご寄附をいただいて

いるところであり、昨年同期に比較し約１３．９％の減収となっておりますが、一昨年同

期と比較しますと１４．２％の増収となっております。引き続き返礼品でありますひまわ
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りライスやひまわりメロンなど、本町の特産品に対しまして高い評価をいただいているも

のと考えております。今後におきましても魅力あるまちづくりにより、より多くのご寄附

を賜りますよう努力をしてまいります。

次に、産業課より農作物の生育状況について。農作物の生育につきましては、６月１日

現在の空知農業改良普及センターの発表によりますと、北空知の状況は融雪が早まり、そ

の後の好天により苗の生育、耕起作業ともに順調に進んだことに伴い、移植作業も２日早

で進捗しております。今後も好天に恵まれ、初期茎数の確保と促進がなされ、豊作を期待

しております。果菜類の市場への初出荷でありますが、ひまわりすいかにつきましては６

月７日、またひまわりメロンにつきましても６月１１日に初出荷が行われました。スイカ、

メロンとも昨年とほぼ同じ時期の出荷となってございます。果菜類についても水稲同様今

後の好天を期待し、数量、価格それぞれにおいてよい結果となるよう期待をしているとこ

ろであります。なお、空知農業改良普及センターが公表しております６月１日現在の農作

物の生育状況につきましては、別紙資料ナンバー１０で配付しておりますので、後ほど御

覧いただきたいと思っております。

同じく産業課よりひまわりの里について。本年度のひまわりまつり及びひまわりの里の

作付については、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、町民と観光客の命と健康

を第一と考え、中止を決定したところであります。ひまわりまつりが中止となるのは、大

変残念なことでありますが、今回の中止を畑を休ませ、今後１０年、２０年とますますい

いひまわりの花を咲かせるためのチャンスとして捉え、長年里の管理をいただいているＮ

ＰＯひまわりや普及センター等の意見を聞き、畑の土づくりや里の整備を行ってまいりま

す。土づくりとして肥料や土壌改良材の投入を行い、緑肥燕麦を２回作付し、すき込みを

行い、秋に緑肥燕麦をまく工程となってございます。また、本年度はひまわりの里にひま

わりの作付は行いませんが、ひまわりの里のひまわりを全国に咲かせたく、ふるさと納税

寄附者やひまわり観光大使及び希望する方にひまわりの種を送り、新型コロナウイルス感

染症終息後の明るい未来の希望の花として育てていただきたく取り組んでおります。祭り

及び作付の中止による指定管理料の減額やひまわりの里の整備に係る経費について、今議

会に補正予算として計上しておりますので、よろしくご審議をお願い申し上げます。

以上で行政報告といたします。

〇議長（佐々木康宏君） 次に、教育長。

有馬教育長。

〇教育長（有馬一志君） 令和２年第２回北竜町議会定例会に当たり、教育委員会が所管

いたします行政報告を申し上げます。

初めに、奨学資金貸付基金の増設についてであります。教育基本法に定める教育機会均

等の理念の下、本町においては昭和４３年度より経済的理由等により修学が困難な優れた

学生等に学資の貸与を行ってまいりました。今年に入り、新型コロナウイルス感染の拡大

により世帯や学生本人の収入が激減し、学費等を払えずに学校をやめざるを得なくなるコ
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ロナ中退の防止を目的に希望する保護者、学生に対し、本年度に限り従来からの貸付額に

２万５，０００円を上乗せし、大学生６万円、短大、専門学生５万５，０００円と増額し

て貸し付けたいと考えております。つきましては、新しい奨学資金貸付基金の増設に向け

た条例制定等及び貸付額に対する経費を今定例会の補正予算に計上しておりますので、ご

審議いただきますようよろしくお願いをいたします。

次に、町営スキー場の圧雪車の修理についてであります。圧雪車は、平成１８年に購入

しており、開場前には車両の整備点検を行い、今日までスキー場利用者の安全面を考慮し

たゲレンデの整備に努めてまいりました。昨シーズン、圧雪車による作業中に車両右側の

走行油圧ポンプが経年の劣化が原因により故障しました。今シーズンの開場に向けまして

修理を実施したく、今定例会の補正予算に計上しておりますので、ご審議いただきますよ

うよろしくお願いを申し上げます。

以上を申し上げまして、教育行政報告といたします。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で行政報告を終わります。

◎日程第５ 一般質問

〇議長（佐々木康宏君） 日程第５、一般質問を行います。

会議規則第６０条の規定により、３名の議員から３件の通告がございました。議長にお

いて発言の順序を定め、指名いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

それでは、順次指名をいたします。

最初に、６番、松永議員よりひまわりの里とひまわり関連対策事業の対応について通告

がございました。

この際、発言を許します。

６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） ひまわりの里とひまわりに関連した対応についてというふうに表

題が大きく載っていますが、今回はその一部を質問したいと思います。

なお、ただいまから質問しますが、その質問内容についてはただいま理事者から定例会

の間の行政報告とダブる点があろうかと思いますが、これは６月５日に出して、つい最近

この議案を見たので、そこら辺のご理解をお願いしたいと思います。

それでは、質問に入りますが、国道２７５、温泉から碧水入り口までひまわりの作付準

備が進んでいるようですが、町内のその他の地区の作付はどうなっているのか、あるいは

要請をしたのか、あるいはお願いをして歩いているのか、そこら辺をお聞かせ願いたいと

思いますとともに、ひまわりの里については今年１年間土づくりに力を入れることがひま

わり畑の今後の作業体系になろうかと思います。それでいい花を咲かせていただきたい、

そういうふうに思っております。



- 10 -

次に、ひまわりの里基本計画についてですが、令和元年度策定、令和２年より１０年間、

これ令和２年に制定されたものであります。この問題については、新型コロナウイルスの

影響で最後の策定委員会が行われていないというふうに処理しています。今後のスケジュ

ールについてどのようにしていくつもりなのか、詳しく報告をお聞かせ願いたいと思いま

す。

ひまわりの里基本計画の中でいろんな建物が提示されるが、それらの建設に関わる予算

や内容はどのようになっているのか、そこら辺を聞きたいと思います。

なお、先ほど申し上げたことを考えると、超一流の隈研吾先生あるいは鈴木先生などの

講演あるいはお話を聞いていると、大変理解もしながら感動する面もございますが、それ

だけに超一流の世界を駆け巡る先生の設計なんか通常ではこの北竜町で受けるのは至難と

いいますか、言い換えれば名誉のある話ですが、果たしてこれでよろしいのか、そのよう

に感じているところです。それで、ひまわりの里基本計画について理事者がどういうふう

に受け止め、どういうふうに考えているのかお聞かせ願えれば幸いと思います。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 松永議員の質問にお答えをさせていただきます。

大きくは５点だと思っておりますが、ひまわりの里とひまわり関連事業の対応について

ということでありますが、初めに町内でのひまわりの作付についてお答えをさせていただ

きます。国道２７５号線沿いのひまわりロードにつきましては、ほぼ例年同様の作付とな

っております。面積にして４．８６ヘクタールであります。それ以外の作付につきまして

は、景観作物として１２．１２ヘクタール、さらにひまわり油用として７．６２ヘクター

ルの作付となっております。それ以外にも、本年は新型コロナウイルスの影響によりひま

わりまつりを中止し、ひまわりの里には作付を行いませんので、町民の皆さんや事業所に

対して例年以上にひまわりを植えてもらいたいとのことから、多くのひまわりを咲かせて

もらうようお願いをしているところでもあります。

なお、ひまわりの里の土づくりについてでありますが、長年里に関わられているＮＰＯ

ひまわりや普及センターの意見を聞きながら土づくりの工程を策定いたしたところであり

ます。先ほどの行政報告でも申し上げたとおり、秋までに緑肥の燕麦を２回作付し、すき

込んでいきます。そして、最後には秋小麦をまくことといたしております。また、畑のｐ

Ｈ数値を改善するため、堆肥及び土壌改良材の投入についても行ってまいりたいと思って

おります。

次に、現在策定中のひまわりの里基本計画についてでありますが、新型コロナウイルス

の影響により最終の委員会が開催できておりません。現在も東京との往来を極力控えるよ

う求められておりますので、あした１９日に東京と北海道とを往来できる解除になるわけ

でありますから、早急にまたその成果品が出てくるものと思っておりますが、それを見な

がら策定委員会を開催し、基本計画を策定してまいりたいと考えているところであります。
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また、ひまわりの里の整備に係る予算については、現在積算をお願いしているところで、

まだ数字をいただいていないわけでありまして、最終の策定委員会には提示できるよう、

その作業も進めてまいりたいと考えております。

最後に、ひまわりの里の基本計画についての受け止め方でありますが、計画策定後整備

に必要な予算を示しながら、またその計画を実施するとなれば財源手当てをどうするのか

を十分検討して町民の皆さん、そして議会の皆さんに説明する場を設けて理解を得た上で

今後の整備を進めていく考えでありますので、ご理解を賜りますようお願いを申し上げま

す。

〇議長（佐々木康宏君） ６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） ただいまいろいろと答弁をお聞きしましたが、畑の件については

理解するとともに、よりよい土づくりにするよう努力をしていただきたい、そのように思

っております。

なお、計画策定後必要な整備の予算を示したい、そのように理事者は言ったかと思いま

すが、この件についても現在１，７５０名強の人口でありますが、現在の推移を見ると年

間に３０名前後の減少が見受けられるのが通常です。なお、それによって現在のセンター

内の状況を見ても開設当時から見ると五、六軒の商店しか入っていない、そんなような寂

しい話でもありますが、これについても商工会の青年部、あるいは町の若い者がこのイベ

ントに携わって何とか乗り切っている、そういうふうに見受けられます。いずれにしても、

人口減によりイベントその他については運営していくのも大変至難の業かと思います。そ

れで、特に理事者に聞きたいのは、ひまわりの里の基本計画をどの時点で中止または終了

するのかお聞きしたいと思います。

今理事者から答弁ありました予算を計上して、こういうことで予算を見るということは

理事者はそれを進めていくというふうに聞こえます。これについても策定委員会の前後に

理事者の挨拶を求められますので、その挨拶を聞いていても先ほど言った一流の先生方の

講演なんかお話聞いたら、それを否定する言い方にはならないのが普通だと思います。理

事者は、それなりの貴重なといいますか、答弁をしているように聞こえます。これよく見

ながら、なお策定委員会については２０名、この２０名はほとんどひまわりの里に関係し

ている人です。恐らく９０％と言っても過言ではないと思います。なぜ一般の意見、要す

るに全部が賛成しているわけではありません。今言ったように、元に戻りますが、約２０

名の策定委員会はあの場所で反対するだけの議案もないし、それは無理だと思います。そ

こら辺も十分考えながら、予算を見るというのは通常の作付予算を見るのは結構ですが、

これに対しての建物に対しての、あるいは整備に対しての予算についてはいかがなものか

と思います。

以上をもちまして答弁をお願いします。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） ひまわりの里の基本計画ということで、これからの１０年、２０
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年、３０年先の北竜町の在り方、ひまわりの町としての在り方についてどう展開していく

かということで今策定委員会を策定委員さん２０名の中で進めております。それで、前段

の説明をしたとおり、本来であれば３月の初めに策定委員会を終えて、それを今年中、田

植終わった後町民の皆さんに説明会開いたり、どうしたらいいかということで進めていく

予定でありましたが、コロナの関係で往来ができないということでまだ最終委員会できて

いないということで、今計画というか、策定委員さんが全員北竜町に来れて説明を受ける

ようになれば、最終策定委員会が進んでいくものと思っております。それで、先ほども説

明したように、その中の事業費だとか、あるいはそれをやるためにどういった財源の手当

てができるのかということで、私ども行政はみんなでいろんな角度から議論しながら一定

のスケジュールをつくる、そして町民の皆さんに詳しく説明して理解をしてもらったら、

そして議会にも説明して理解をしてもらったら進めていくということでありますので、そ

の点を十分ご理解をしていただきたいと思っておりますし、先ほど策定委員の中には一般

の人が入っていないと言いますけれども、町内網羅した中で策定委員を選定しております

し、今言ったようにもっともっと身近に説明していきたいと思っておりますので、理解を

していただきたい。

町長は、いつどの時点でやめるかということでありますけれども、今まだ町民の意見を

聞いていないから、これからでありますし、一番今心配しているのはコロナの影響で観光

客が今後どうなるのかというのが、北竜町のひまわりの里もそうだけれども、北海道も日

本も全ての観光地これからどうなるかと心配なところでありますので、それらも見極めな

がら進めていきたいと思っておりますので、理解をしていただきたいと思っております。

〇議長（佐々木康宏君） ６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） 今理事者の答弁は聞いたのですが、行政としてはこれを進めてい

く、こういうふうな話だと思います。それで、予算を見るというふうに取りますが、北竜

町の先ほど中段で現状を申し上げたのですが、１，３００、１，５００の人口になったと

きの町が国からもらう、簡単に言うとそうですが、そういうお金だってかなり減ると思い

ます。そこら辺で果たして行政がその財政に耐え得るだけの力と努力が必要だし、それだ

けあるのかと。１，３００、１，５００の人口、どうしゃべったって、余談をするわけで

はありませんが、中央バスが来ないとかなんとかと、これ人口が少ないところに来ないの

です。人口と予算とお金のないところには、こういうことは来ないのが普通だというふう

に取ります。ちょっと極端な批判ですが、そこら辺を見てもう少し慎重に、そして無駄な

お金を使うことのないように、あのひまわり畑からずっとこれまで３０年近く努力してき

た、そしていろんな農産物なんかでひまわりの影響を受けていることも事実です。そこら

辺も捉えながら、理事者はいつその辺で区切りをつけるのか、再度お聞きして終わりたい

と思います。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 本当に人口の少なくて小さな町、この先大変だと思っております。
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それで、あらゆる面からこの町が残るように努力をしているということも冒頭理解してい

ただきたいと思っておりますけれども、今松永議員も理解をしていただいていると思いま

すけれども、北竜町は安全な食料を生産する町ということで全国からたくさんのファンと

いいますか、ふるさと納税で応援していただいております。そして、今回のひまわりの里

の作付をやめましたけれども、ひまわりのお米を扱ってくれているユーザーさんだとか、

あるいは北竜町の観光大使になっている人、応援大使になっている人、全てにひまわりの

種を送っております。もうあちこちから北竜町の本物のひまわりの種を寄贈していただい

たから、美しい花を咲かせて、それに元気をもらってまた北竜町のひまわり見に行きたい、

たくさん今応援のメッセージもいただいております。何よりもこのまんまひまわりの里も

整備しないでいたら、人口が少なくなる、人口対策だって少しでも増えるように努力はし

ているけれども、これは国自体の生産人口が少なくなっているから厳しいものがあります。

一生懸命またそれは努力していきますけれども、何回もしつこいようですけれども、やめ

る時期なんて考えていないです。どうやったらやれるか、そのことを説明して歩いて財源

手当てができて町民の皆さん、そして議会の皆さんが理解をしてくれて応援してくれたら

進みますと言っているので、そのことをまた理解をしていただきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いします。

〇議長（佐々木康宏君） ６番、松永議員。

〇６番（松永 毅君） これで最後にするつもりですが、今理事者の言っているのは分か

りますし、やっぱり計画を立てた以上遂行しなければいかぬ、そういうのは分かりますが、

今この会場におられる皆さんが果たしてこれだけでっかな仕事をする可能性があります。

そのできた借金を皆さんが払ってくれるのなら、話は別です。そこら辺を十分踏まえなが

ら、会場におられる皆さんといいますか、理事者側のほうもいつこの担当になるか分かり

ませんので、担当になる方は十分将来の北竜町、自分たちの老後になったときの対応どう

なるのか、そこら辺も考えながら、理事者の力説したいのは分かりますが、大変めんこく

ないことを言って気に食わぬこともあろうかと思いますが、赤字でどうもならない町村に

しないように努力していただくことをお願いしながら、全て質問終わります。

〇議長（佐々木康宏君） 町長、よろしいですね、答弁は。

松永議員、よろしいですか。

〇６番（松永 毅君） はい。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で６番、松永議員の質問を終わります。

次に、７番、藤井議員より新型コロナウイルス感染症被害からの復興と対策について通

告がございました。

この際、発言を許します。

７番、藤井議員。

〇７番（藤井雅仁君） 私からは、新型コロナウイルス感染症被害からの復興と対策につ

いてを質問いたします。
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新型コロナウイルス感染症拡大の被害は生命の危機であり、そして経済にも多大な被害

を与えました。北竜町は、道内でも早く経済対策に取り組んでいただいたことに大変感謝

いたします。支援金の給付によって、多くの事業者が運転資金として事業を継続していま

す。しかし、消費の勢いを失った農業、商業では、例年水準に戻るためには多くの時間を

要するのではないかと考える。また、町民生活も被害が大きく、収束まで長期的に支援で

きる施策が必要と考えるが、理事者の考えをお聞きしたい。

次に、今年度オープンできなかったひまわりの里等の観光の復興についても対策が必要

と考えるが、理事者の考えをお聞きしたい。

また、新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐためにマスク、アルコール等の備蓄の必要

性を感じたところですが、町としてコロナウイルス対策の備蓄としてどのようなものをど

れぐらい考えているのか、その量はどれくらいの日数に対応可能かをお聞かせ願いたい。

また、町施設利用における対応策で特に配慮していることがあれば、お聞かせ願いたい。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 藤井議員の質問にお答えをさせていただきます。

新型コロナウイルス感染症被害からの復興と対策についてということであります。新型

コロナウイルス感染症により、本町においても大きな影響がありました。これまでにプレ

ミアム商品券の発行や国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して、

飲食店をはじめとした町内商工業者に対する支援策を実施してきたところであります。さ

らに、国の二次補正に係る分について、少しでも町民が明るく元気に過ごしてもらうため

に、併せて町内料飲店、商店を支援するために１世帯当たり１万円の地域振興券の配布を

はじめとする経済支援対策に係る補正予算を本定例会の追加議案として提出する予定であ

ります。感染症は、減少傾向にありますが、今後も影響は長引くことが予想されますので、

国や道の支援策を見極め、本町においても継続して支援していかなければならないと考え

ているところでもあります。

また、ひまわりの里などの観光の復興についてでありますが、今後の収束状況にもより

ますが、秋頃から観光協会と連携して道内はもとより、道外に向けてもＰＲ活動を行って

まいる考えでありますので、ご理解をいただきたいと思っております。

次に、感染症拡大を防ぐ対策でありますが、マスクやアルコール消毒液のほかに、感染

防止用キット、使い捨てゴム手袋、シューズカバー等の備蓄について新型インフルエンザ

等対策特別措置法に基づいて判断し、必要とする量を購入して保管してまいりたいと思っ

ております。今回の新型コロナウイルス感染症については、期間が非常に長期にわたり、

またワクチン等の特効薬がいまだに開発されていない状況下にあり、感染症発生の有無に

よっては必要とされる量も大きく変動するため、一概に備蓄の目安を判断するのは非常に

難しいところでもあります。新型コロナウイルス感染症対策に有効とされているマスクや

アルコール消毒液、防護服キット等、国の補助制度を有効に活用しながら、今後も継続し

て有事のための備蓄に充実を図っていくつもりであります。
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町の施設については、引き続きマスク着用とアルコールによる手指消毒の励行、室内施

設は密の回避と定期的な換気に配慮しながら対応してまいります。また、今後の感染状況

によりまして道より施設の利用自粛の要請があった場合については、町民の皆さんには不

便をおかけすると思いますが、休館等の処置を取らせていただくこともあると思います。

よろしくお願いを申し上げます。

〇議長（佐々木康宏君） ７番、藤井議員。

〇７番（藤井雅仁君） まず、１つ目の部分ですが、当町では感染者が出ていないが、新

型コロナウイルス感染拡大の収束が見られない中の町民の不安、感染者が実際に周りで出

たときに家庭生活、仕事、教育はどうなるのか不安がある、早く薬が開発され、身近に出

回ることを期待するところであります。支援については、商業関連には早くに被害があり

ましたので、早い支援をいただいたところですが、農業被害はこれから遅れて出てくる、

被害の影響がどの時期で終わるか分からない、また身近で一人でも発症すると一挙に被害

が増大しますので、今後の被害にも注意して救済漏れのないように支援をお願いしたい。

長期的な支援として、上下水道、町税、または町で利用料のあるもの等について減額の支

援をお願いしたい。

２つ目の観光に関してですが、観光地として来年多くの観光客を受入れできればよいと

考えるが、受け入れる施設の安全対策についても時間もまだありますので、十分に検討を

していただきたい。

３つ目について、各施設利用において限られた空間において一度に使用できる人数に制

限が設定されているのか、また利用を町民に限定するようなことはあるのかお聞きしたい。

手の消毒やマスク、対人との距離、または体温などは個人でできるが、不特定多数の人が

接触するような部分はどのような形で清掃や消毒が行われているのか、また委託管理業者

にそのような作業を追加して頼んでいるのか、またそれには費用が発生しているのか。ま

た、先日新聞に深川市立病院で新型コロナウイルスのＰＣＲ検査が７月をめどに実施され、

抗原検査キットについても導入して対応できるということだが、陰性の場合今までより自

宅での待機時間が短くなるのではないかと考えるが、それでよいか。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） たくさん今質問をいただきましたので、通告にあればもっと勉強

して答えれるところでありますけれども、今農業被害については私のほうから説明させて

いただいて、あと副町長から、あるいは住民課長からも説明させていただきます。

農業被害については、先日の全員協議会の中でも小松議員から多くの農業被害に対する

不安等をお聞かせいただいております。ただ、今水稲については田植したばかりで、今年

は順調に田植も終わって生育も今すごくいいということであります。今後それらのお米が

米を提供する店が少なくなって自家で食べている人が多くなるから、米の価格が下がるの

でないかとか、新聞報道でいろいろ出ていますので、もう少し見極めた中で農業の部分に

ついては検討していきたいと思っている。ただ、今もう初出荷になったメロン、スイカ等
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については、ひまわりまつりも中止でありますし、今後どういった形で影響受けてくるか

というのはとても心配であります。そして、初出荷や何かにおいてもうちの町でなくてよ

その例を見てもかなり例年よりご祝儀相場等も下がっている状況にあるから、メロン、ス

イカ、そういった特産物、花卉もそうですね、十分またＪＡと現状を把握した中で何らか

の対策を講じていかなければならないと考えているところであります。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） 藤井議員の質問の中で観光の受入れの部分でありますけれども、

これにつきましては第二次の推進交付金の中でも観光センター等の消毒とか、観光客の受

入れ等、手洗いとか何かの設備とか、そういうことも今検討しているようなところでもあ

りますし、また温泉に来る人、温泉というか、ホテルに来る人の検温体制も非接触型のサ

ーモグラフティーを用いた、そういう道の補助金等もありますので、そういうのも活用し

ながら導入に向けて今検討しているところであります。

また、町の公共料金等の考え方でありますけれども、上下水道等の減免等の話もされて

おりましたけれども、私たちも上下水道の基本料金の減免等については検討したところな

のでありますけれども、町民全世帯がひとしくその恩恵にあずからないような部分もある

と思いましたので、今回地域振興券ということの中で対応をさせていただきたいというふ

うに考えていたところでございます。

また、施設の利用等の部分については、教育委員会等で今考えていることがあれば委員

会のほうでお答えをいただきたいと思いますし、またＰＣＲの検査等についても住民課の

ほうでもし情報があればお答えさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いをい

たします。

〇議長（佐々木康宏君） まず、施設利用の関係、井口教育課長。

〇教育課長（井口純一君） 社会教育施設のコロナの関係によります今後の動き、また６

月１日以降、緊急事態宣言以降の動きについてちょっとお話しさせていただきたいと思い

ます。

６月１日以降徐々に公民館並びに改善センター、そしてパークゴルフ場をはじめスポー

ツ施設等も開場し、徐々に利用者も通常の一般日常に戻ってきたところでございます。利

用者につきましては、まず仮の申請の段階で３密を避けるといった部分のお願いをしてお

ります、十分。随時換気をしながら利用していただくという内容の中で進めていただき、

また施設各部屋使用後には用務員のほうに依頼、また必要に応じて利用者が多ければ椅子、

机など教育委員会スタッフを交えて消毒、払拭作業を行っているところでございます。ま

た、スポーツ施設等につきましては、十分内容を精査して指定管理先ともお話をさせて随

時進めております。必要なもの、消毒部分とか、そういった品物等ありましたら、随時声

をかけて連携して進めていくといった流れで了承を得ているところでございます。

主に社会教育、体育施設については以上でございます。

〇議長（佐々木康宏君） 次、ＰＣＲ検査について、神藪地域包括支援センター長。
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〇地域包括支援センター長（神藪早智君） ＰＣＲ検査ですが、７月から深川市立病院で

も実施可能との報道ありましたが、詳細については今後市立病院でどのようにやっていく

かは検討中だということで深川保健所のほうから連絡受けております。それで、ＰＣＲ検

査で陰性となった場合の自宅待機の期間ですが、基本的に陰性であっても健康観察期間と

して１４日間という自宅待機の期間は変わっておりません。今いろいろ研究進めている段

階で、９日間は非常に人にうつす可能性が高いというふうに言われています。なので、今

後もしかしたら短縮、いろいろ病態が分かってくるに従って短縮も考えられていくと思う

のですが、今の時点では１４日間となっております。あと、ＰＣＲ検査も深川市立病院で

実施できる体制が整っていても、現段階では保健所がＰＣＲ検査を実施するかどうかの判

断をするという点では今時点では変わっておりません。

以上です。

〇議長（佐々木康宏君） ７番、藤井議員。

〇７番（藤井雅仁君） 最後に、新型コロナウイルス感染拡大対策、そして支援対策に全

力で取り組んでいただきますことをお願いして、質問終わります。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で７番、藤井議員の質問を終わります。

次に、２番、尾﨑議員より町民へのコロナ支援と今後不測に変化する情勢に対する町政

の方向性について通告がございました。

この際、発言を許します。

２番、尾﨑議員。

〇２番（尾﨑圭子君） 町民へのマスク５枚の配布はあったが、今後の町民宛ての支援、

お見舞い金として考えていることはあるか。

世界中で見舞われたコロナ感染症によって生活や経済に大きな打撃と影響を受けている

ところであるが、それによる各自の生き方や選択すべき優先順位を見直すターニングポイ

ントとなっている。大都会では３密を避け、自宅での自粛生活を余儀なく強いられている

ことに比較し、農業主体の過疎の地域においては労働に影響なく、しかも食料生産への意

義は大きい。このような時代だからこそ、北竜町の安心、安全な食への取組やあかるい農

法のイメージ戦略等の北竜町ならではの取組をより一層ＰＲすべきと考えるがいかがか。

自然豊かな田舎、とりわけ農業への熱い視線が注がれている今こそ、新規就農希望者の移

住希望者に対する居住確保への助成拡充等、移住、定住に向けた支援をより充実したもの

にして実施をすべきだと考えるが、どう考えているか。

以上２点、理事者に伺いたい。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 尾﨑議員の質問にお答えをさせていただきます。

町民へのコロナ支援と今後不測に変化する情勢に対する町政の方向性についてというこ

とであります。新型コロナウイルス感染症の拡大により、市場にマスクが出回らない期間

が長く続いたということで、全町民に対してマスクを１人５枚ずつ配布をさせていただい
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たところであります。今後の感染の拡大状況や取り巻く感染対策の情勢を踏まえ、マスク

やアルコール消毒液の備蓄を進め、必要に応じて再度町民の皆さんへの配布について検討

もしてまいります。また、藤井議員の質問でもお答えしたとおり、全町民に対して１世帯

当たり１万円の振興券を配布したいということで追加議案に今計上する予定であります。

そのほかにも議員協議会の中でもるる説明させていただいておりますが、大学生、専門学

生等町外で学んでいる学生に対する支援、子育て世帯に対する支援だとか、るる今町民に

対しての支援策を検討しておりますので、ご理解をしていただきたいと思っております。

新型コロナ感染症の影響により、私たちを取り巻く生活様式が大きく変化をしていくも

のと思っております。それに伴って農村地域や農業に対する関心が高まって、ますます農

村が注目されてくると思っております。こうした状況をチャンスと捉えて、来年度に向け

た観光ＰＲと併せて安全で安心な食料の生産の町として北竜町を一層ＰＲをしていく考え

であります。現在新規就農者、担い手対策として空き家住宅等のリフォームについては新

規就農者であれば住宅修繕等助成金制度がありますが、移住を希望される方も様々なニー

ズがあると思いますので、今後そういった移住を希望される方々への住環境の整備をはじ

めとした受入れ体制のさらなる拡充、強化を進めていかなければならないと思っておりま

すので、十分検討した中で進めてまいる所存でありますので、ご理解をいただきたいと思

っております。また、議員からはいろいろなアイデア等も町行政に対して出していただい

て指導していただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。

〇議長（佐々木康宏君） ２番、尾﨑議員。

〇２番（尾﨑圭子君） ありがとうございます。町民への支援、お見舞いについては、５

枚のマスクは不足していた時期だったので、とても助かった方が多かったと思います。今

後は、マスクに限らず、その時点で町民が必要とするものをと願っていました。１世帯当

たり１万円の地域振興券の配布で公平性のあるまず町民への対応が必要かと思いますので、

よろしくお願いいたします。

関心が高まる農村地域をチャンスと捉える、観光ＰＲと併せて安全、安心な食料生産の

町、北竜町ということなのですけれども、そろそろ安心、安全ということについての具体

的な定義というものが必要になってくるかなと思うのです。社会情勢もいろいろ変わって

きていますので、その辺に対してどのような感覚というか、思いを持っていらっしゃるか

というのをお聞きしたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） 佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） キャッチフレーズみたいに安全で安心な食料生産の町ということ

で随分長い間ＰＲしてきたのですけれども、果たしてその安全、安心な農業の定義はどう

なのかとすぐ言われたら、これだというのはまだ持っていないので、十分ＪＡの方だとか、

普及センターだとか、いろんな人の意見を聞きながらまとめて、それが私どもの定義とい

いますか、理念といいますか、そのことを早急にまとめたいと思っていますので、よろし

くお願いします。
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〇議長（佐々木康宏君） ２番、尾﨑議員。

〇２番（尾﨑圭子君） すみません。突然、これちょっとなかったもので、行政のほうか

ら具体的にと言われてもちょっと大変かなと思いながら、あえて質問してしまいました。

現状で、その安心、安全とはまた別なのですけれども、住環境の整備についてです。ニ

ーズに合わせた住環境の整備としては、新規就農者に限らず、移住者に土地、建物は幾つ

かの選択肢を確保できることが望ましいと、そう思うのですけれども、現状を考えると、

大抵近間で示談成立した後なので、残っていないなというのが現実いろいろ見てきた感じ、

そういう感想を持っています。それから、空き家になるとすぐに解体してしまうという、

それもちょっと弱いなということもあるのですけれども、きちょうめんなのですね、北竜

町の人たち。ああと思っているうちになくなってしまうのです。だから、そういうところ

ではやっぱり地域でなければ見えてこない、移住が決まったよと言われても、あれ残して

おけばよかったねみたいなのは後の祭りなので、そういうこともちょっと不利かななんて、

そんな感想を持っています。町の補助、私もリフォームというのを力入れて一般質問に入

れていたのですけれども、考えれば考えるほどなかなか現実は難しいなという、そういう

感覚が出てきまして、全体的に北竜町を選択する、北竜町を選ぶよというふうに考える人

というのはなかなかほかの他町村と比べたら、こっちがいいねというポイントというのは

ちょっと弱いところがあるかなと思って考え進めていました。何が北竜町魅力的なのだろ

う、何で選ぶだろうというふうに考えたときに、深い自然と豊富な資源、これがやっぱり

一番魅力で、現実私もほかよりも北竜町は企業誘致していません、農業が盛んです、安心、

安全という形で取り組んでいる、そういう情報で期待して参りました。支援とか助成とか、

そういうものというのはあまり頭になくて飛び込んできてしまったものですから、実際入

ってみたら、そうだよなと確認することとそうでもないなという安心、安全の部分、そう

いうものも感想として持っています。ですけれども、何をＰＲしていくかということにな

ると、やっぱり安心、安全の具体性というと、今社会問題としていろいろ出てきている政

策、種苗法についてもなかなかちょっとこれからは農業にとったらとっても不利な、農業

のことを分からずに決めているのだなという政策も出てきていますし、それから消費者に

とって、やっぱり消費者はいいものを選ぼうとする、いいものというのは農薬の成分だと

か、農薬の使い方だとか、そういったものを重点に選んでいる人が結構多いわけです。だ

から、案外農業者よりも知っている部分が多いぞということもあります。私たちにしてみ

たら、何を言うという感じで、無農薬がどんなに大変なのか分かるか、それだったらお金

たくさん出せよみたいな部分も本音であるのですけれども、でもそういう視点で見たとき

には何だかやっぱりそこにも重要に思う具体性というのもあるのではないかなと思ってい

ます。

あと、梅原先生が何度も来町いただいて、町民から受けたイメージをデザインで形にし

てくださったあかるい農法は、デザインはコミュニケーションを生むを意味する北竜町の

将来の指針になっているなと本当に思っています。実際にどうなのかというのは、まだ…
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…このデザインを人に見せると必ずあかるいというふうに聞かれるのです。どういう意味

と。それで、お米はもちろん農作物は、安心、安全を証明できるよとの意味だよというふ

うに説明するわけです。ということは、やっぱり先生のおっしゃるとおりコミュニケーシ

ョンを生むのです、デザインというのは。何か意味が深いものがあるから、それを話し、

話題性としてまた展開していくという、そういう特徴というか、性質があるのだな、すご

いなという気がしています。そして、そのあかるいということを展開していって明るい町

民、明るい何々を意味する、しかしそれをきちんと理解できているという町民はそんなに

たくさんいないのではないかなという気がしています。今までのひまわりからの変化を受

け入れられないのもとても理解できます。ですけれども、やっぱりまずは町民に今まで以

上に親しんでもらえるように、このあかるい農法というものを知ってもらうという努力を

する必要があるのではないかというふうに今思っています。

すみません。こうやって長くなっていますけれども、私のワールド、圭子ワールドが流

れています。そのあかるいをどのように使っていくかということでちょっと考えてみまし

た。笑顔になる取組、例えば私は健康維持のために何々を１年間頑張ってみたよ、そした

らこうなりましたよ、そして走る人はランニングを１年間に何百キロ走るという目標を立

てたけれども、それが達成できたよ、あとパークゴルフの人たちはパークゴルフのスコア

をこれぐらい目標にしていたけれども、これができたよと、そうやって小さなことでもポ

イントにしたい、何かやっぱり笑顔にしていくための工夫をいろいろやってみたらいいの

ではないかなと。遊び心というか、そういうのをちょっと提案したいなと思っていました。

それは、昨日考えついたことなのですけれども、そういったことでやはり安全、安心であ

る、そして明るいということをテーマにこれから進めていってもらいたいなと思うのです

けれども、この近隣でおととしトンボが飛んでいたのですけれども、そのトンボがきゅう

っと丸くなってしまって苦しいそうにぱたぱた、ぱたぱた落ちていったのです。見ていた

ら、物すごいショックで、これはきっと防除したのだなと思うのですけれども、すごくつ

らい気持ちになって、それで北竜に帰ってきたのです。そしたら、北竜はびっしりトンボ

が飛んでいたのです。車で走っていたら、ばんばん、ばんばん当たるぐらい、そんなふう

にやっぱり薬剤によって大分違うのだなというのを感じました。そして、それはおととし

だったのですけれども、去年なのですけれども、かなり少なかったのです、北竜町が。本

当だったら、稲刈りの頃びっしり飛び回っているのですけれども、それがすごく少なかっ

たのです。だから、そんなことを思ったら、やっぱり大事にしたいな、自然を、薬は選び

たいなと、そんなふうに思っていました。これは、質問ではなくて、ワールドをちょっと

お伝えしたかったのです。ありがとうございます。

〇議長（佐々木康宏君） 町長、待ってください。答弁は休憩をした後にやってもらいま

すので、１０時４０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時２１分
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再開 午前１０時４０分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

先ほどの尾﨑議員の答弁をお願いいたします。

南波企画振興課長。

〇企画振興課長兼ひまわりプロジェクト推進室長（南波 肇君） 今ご質問のあった中で

移住、定住策について私のほうからお話をさせていただきたいと思います。

近年でいいますと、平成９年に役場の裏の分譲地を造成した際に定住促進に係ります条

例をつくりまして、その中で奨励金を出したということが今ずっと続いてきておりまして、

定住促進に係る助成、あるいは国道等の歯抜け対策として町並み整備事業、あるいは平成

２５年からは持家の取得奨励ということで２００万円上限で町内で住宅建てられた方には

助成をするというようなことも行ってきておりますし、平成３０年からは中古住宅の取得

あるいは改修に係る助成も行ってきているという状況で、年によって交付者数変わります

けれども、ほぼ毎年何らかの形で交付をさせていただいているという状況でもございます。

空き家、空き地ということで今議員のほうからもお話ありましたとおり、なかなか町のほ

うでも空き地、空き家の情報を的確に捉えていないというのも現状でございます。伺った

ときには、既に相対で話が決まっていて新しい人が誰々だというような状況の中で話を聞

く機会のほうが多いというのも現状でございます。それとは別件で、町のほうにそろそろ

町を離れたい、あるいはこの家手放したいのだというようなお話をいただくケースもござ

います。なかなか出される側と希望される側の条件が合うという機会もちょっと難しい部

分あるのも現状でありますけれども、そういうような物件については空き家バンクに登録

をさせていただいて情報提供行っているという状況でもございます。年に二、三件ぐらい

は移住希望というか、北竜町内に住みたいのだわということで空き家バンクを見ていらっ

しゃる方もいるのですけれども、いかんせん建物が非常に状態がよろしくないものもあり

まして、見るとそのままそこでお話が終わってしまうというようなケースもあるのも事実

でございます。そういうようなこともありますので、なかなか町のほうで情報収集が必ず

しもできていないという現状にありますけれども、空き家、空き地情報については各町内

会長さんなどを通じて町のほうになるべく情報提供いただくようにお願いもしているとこ

ろでもありますので、今後高齢化が進んでいく中で老人世帯、老人独居あるいは夫婦世帯

の家が多数発生してきて、その後に空き家になるということが予想される家も今後増えて

くると思われますので、そういうことについては今からいろいろ策を考えていかなければ

いけないというふうには担当として思っているところでございます。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） 今尾﨑議員がおっしゃるように、今都会の方はコロナの関係で

仕事がなくて、そしてこういう農村地帯に仕事を求める人もいらっしゃれば、都会はコロ

ナの関係で密集していますから、地方のほうが感染が薄いのでないかという、ある程度そ
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ういう部分でお金を持っている人が田舎のほうに、地方の農村のほうに移住したいという

ような方もるるいらっしゃるのかなというふうに思っております。そういうようなことの

中で今担当課長も言いましたけれども、町のほうでは移住、定住の条例等の中で施策も持

っていますし、新規就農の支援の条例のほうも持っておりますけれども、近隣等の中での

状況もちょっと調べまして、支援策の弱いところがあれば、そういうところを参考にしな

がら強化していかなければならないのかなというふうに思っておりますし、また国、道の

補助金もあれば、併せた中でそういうところの支援策も取っていかないといけないのかな

というふうに思っているところであります。

また、安全、安心、明るい、健康、また癒やしというような部分でもありますけれども、

北竜町は国民の命と健康を守る、そういう農作物を作るのだという、そういう宣言をして

自分のための農作物ではなくて食べる人のためのそういうものを作っていこうという、そ

ういうことができる環境、それは自然環境もあるし、町民のそういうものに求める心とい

うのも北竜町にはあるのでないかなというふうに思っておりますので、そういうようなこ

との中で先ほど町長の答弁ありましたけれども、そういうことをベースにしながらそうい

う定義なんかをつくっていかないといけないのかなというふうに思っているところであり

ます。

また、あかるい農法のそういう町民への普及という部分においては、やまぶき色のギン

ガムチェック、これを町民と一緒になっていろんなところで取り組んでいく、使っていく

というようなことが今後あかるい農法を進めていく部分の中で必要なのかなというふうに

思っております。

また、笑顔になる町というようなことで健康の部分がありましたけれども、行政ポイン

トでラジオ体操にポイントをつけるようなことも今回行いましたけれども、そのようなこ

との中で町民のそういう取組の後押しみたいなことがどのような形でできるのか、ちょっ

と検討させていただきたいなというふうにも思っているところであります。

以上で答弁とさせていただきたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） ２番、尾﨑議員。

〇２番（尾﨑圭子君） 住居に関しては、本当にこれからまた情勢も変わってくるという

か、高齢化もどんどん、どんどんこれから団塊の世代が上のほうに来ていますので、高齢

化率も結構高いですし、また状況も変わってくるかなと思いますので、全体的な把握をど

うぞ役場のほうでも積極的に取り入れながらよろしくお願いします。

あと、明るいポイント、これも行政から提案するのではなくて、町民からこんなふうに

というのを自分からつくり出すということが結構大事なことではないかなと思うのです。

だから、こう言われたからといったってちょっと出てこないのです。だから、どういうふ

うにしたら自分たちの生活が明るくなれるかなというところから皆さんやっぱり一人一人

が考えてもらえるといいなと思います。やっぱりみんなそれぞれが自分が行動してこんな

ものができたよという満足感というか、達成感というか、そういうものもこれから時間は
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かかるかもしれないけれども、方向性として必要なのではないかなと思います。よろしく

お願いします。

〇議長（佐々木康宏君） 答弁はよろしいですね。

以上で２番、尾﨑議員の質問を終わります。

一般質問を終わります。

◎日程第６ 承認第３号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第６、承認第３号 専決処分の承認を求めることについて

〔北竜町税条例の一部改正について〕を議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

承認第３号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

承認第３号、原案どおり承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについて〔北竜町税条例の一部改正

について〕は、原案どおり承認することに決定されました。

◎日程第７ 承認第４号ないし日程第９ 承認第６号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りいたします。

日程第７、承認第４号から日程第９、承認第６号まで、令和２年度会計予算の専決処分

の承認を求める議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程第７、承認第４号 専決処分の承認を求めることについて〔令和２年度北

竜町一般会計補正予算（第３号）について〕、日程第８、承認第５号 専決処分の承認を

求めることについて〔令和２年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第１号）につい
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て〕、日程第９、承認第６号 専決処分の承認を求めることについて〔令和２年度北竜町

特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）について〕、以上３件一括議題とい

たします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 続木総務課長。

〇総務課長（続木敬子君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 東海林住民課長。

〇住民課長（東海林孝行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 森永楽園園長。

〇永楽園長（森 能則君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 承認４号から承認６号まで、提案理由の説明が終わりましたの

で、これから質疑を行います。

承認第４号について、質疑があれば発言を願います。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） 一般補正の１１ページですけれども、下段のサンフラワーパーク

の休業支援の関係ということで３００万国の支援金を充てたということですけれども、休

業中の従業員等、また給与の関係があると思いますけれども、従業員の休業中の給与関係

はこの３００万の中で賄っているのかという部分と、パートの方もいらっしゃるというこ

とで国では個別にその方々が申請すればという休業補償もあるのかなと思いますけれども、

そういう部分の申請等を温泉の関係なので、実際町ではないのかもしれませんけれども、

分かる範囲でいいと思いますけれども、温泉の中でそういうパートの方の休業中の補償の

関係で申請を出すようにあっせんしたとか勧めたという部分があれば教えてもらいたいな

と思います。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） 温泉の雇用調整交付金なんかの申請も、臨時職員分については

休業いただいていますので、その分については今申請のほうを上げている状況であります

し、また委託業者のほうについてもそれぞれ回復したときに、なるべくほかのところで回

ってもらうように首切りしないような中で対応してくださいというようなことで委託業者

とは話をしているような状況でありますし、また事業者としての持続化給付金についても

今申請のほうを上げるような形で進めているところであります。その中も含めても足りな

い部分について、このような形で今出させていただいているということでありますので、

よろしくお願いいたします。

〇議長（佐々木康宏君） ５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） １１ページの観光費ということで、地域観光資源魅力向上事業と
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いうことでひまわりの里のＷi―Ｆi事業載ってございますが、この歳入の中に訪日外国人

旅行者受入れ環境整備緊急対策事業費補助金ということで１８０万が算入されております

けれども、Ｗi―Ｆi整備に当たってのこの金額の割当てに対する意味合いというのが分か

れば教えていただきたいのですけれども、要するにこの事業がこれの対象になるのであれ

ばどうしてこの金額になるかというか、外国人の訪日のいろんな支援をするという意味で

のＷi―Ｆiの環境整備ということで多分いただいたかというふうに思うのですけれども、

その金額が１８０万でなくてもっと大きな金額にならないのかお教えをいただきたいので

すけれども。

〇議長（佐々木康宏君） 細川産業課長。

〇産業課長（細川直洋君） 割当てといいますか、この事業の補助率が３分の１以内とい

うふうに決まっておりますので、事業費の３分の１ということで今回１８８万８，０００

円ということで歳入のほう予算計上しているところであります。

〇議長（佐々木康宏君） ５番、小坂議員。

〇５番（小坂一行君） 分かりました。残りの金額については、ここ３つ入っていますけ

れども、それぞれの割合を少し教えていただいていいですか。コロナウイルスの感染対策

の部分とふるさと応援基金から算入されていますけれども、残りの部分の内容はどのよう

になっているのですか。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋総務課主幹。

〇総務課主幹（高橋克嘉君） ひまわりの里のＷi―Ｆi整備の財源については、まず訪日

外国人のほうの今言った１８８万８，０００円の国費３分の１分があります。その補助裏

の部分で臨時交付金が別途交付されるということで、内訳として今入っている金額が臨時

交付金を財源となっております。残りがふるさと応援基金の部分になるのですけれども、

実際その臨時交付金として交付される部分が今の時点でまだ国から内示等何も来ておりま

せんので、今時点ではふるさと応援基金の繰入金を充てているということで、今後の補正

予算の中で臨時交付金のほうに振替をしていくというような中身になってございます。

〇議長（佐々木康宏君） 他の議員、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

承認第５号について、質疑があれば発言を願います。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） ７ページになります。１つしかないので、あれなのですけれども、

医療用材料費ということでコロナ対策用の備品を診療所に購入したということですけれど

も、これ歯科医院のほうはどうなっているのですか。



- 26 -

〇議長（佐々木康宏君） 東海林住民課長。

〇住民課長（東海林孝行君） すみません。今の歯科診療所の関係だったのですけれども、

歯科診療所に関しましては企業というか、そちらの産業課のほうの助成ありますよね、そ

ちらのほうで一応歯科診療所に関しても３０万円の限度の助成がありますので、歯科診療

所に関してはこちらの診療所会計ではなく、そちらの助成金のほうに申請をしていただく

という形で進めておりますので、今回歯科診療所に関してはこの補正予算の計上には含ま

れておりません。

（何事か声あり）

〇住民課長（東海林孝行君） 次の追加補正の中で出てきますので、すみません。

〇議長（佐々木康宏君） ３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） 確かにその３０万は今回出てきますけれども、この緊急のときに

当然歯科もやっていたのです。その中で３０万円の部分は、報酬の部分の当然落ちている

という部分の補填に少し当たるかな、その月の分に当たるかなと思いますけれども、歯科

診療所、個人経営といえば個人経営なのですけれども、町立診療所とは多少立場的には違

うとは思いますけれども、時期的なものでいえばその時期も医療機関大事なので、そのと

きに予算を見て充てるべきだと思います。もう終わってしまっているので、今３０万とい

うことですけれども、また緊急で何かあれば当然歯科診療所のほうにも同じような応援を

していただきたいなと思っています。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋総務課主幹。

〇総務課主幹（高橋克嘉君） 歯科診療所の関係でありますけれども、一応４月、５月に

ついてはちょっと患者を抑えたような形で運営をしていたということで、その分の減収と

かがあります。そのほかに、ゴーグルだとかマスクだとかというのも歯科診療所のほうで

購入しておりまして、今回午後補正のほうでのせている３０万だとか、あと商工会の会員

１０万円というのを助成しておりますので、その部分でそういった部分の経費を賄ってい

ただきたいということで今回支援金という形で予算を計上しているということであります。

〇議長（佐々木康宏君） 高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） 先生のほうとは十分連絡を取りながらやっていきたいというふ

うに思っておりますし、緊急的な部分というか、不足しているという部分があれば、お互

いの中で回したりとか、そういう中でも対応していきたいというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。

〇議長（佐々木康宏君） ３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） ぜひなかなか歯科のほうも運営大変そうですので、いろんな部分

融通利かせてもらった中でお願いしたいなと思います。私もあそこしか行っていないので、

あそこなくなるとちょっと歯のほう大変なので、よろしくお願いしたいと思います。

〇議長（佐々木康宏君） よろしくお願いをいたします。

他の議員、質疑があれば発言を願います。
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（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

承認第６号について、質疑があれば発言願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

承認第４号から承認第６号まで、原案どおり承認することに賛成の方は挙手をお願いし

ます。

（賛成者挙手）

〇議長（佐々木康宏君） 全員賛成、挙手です。

したがって、日程第７、承認第４号 専決処分の承認を求めることについて〔令和２年

度北竜町一般会計補正予算（第３号）について〕は、原案どおり承認されました。

日程第８、承認第５号 専決処分の承認を求めることについて〔令和２年度北竜町立診

療所事業特別会計補正予算（第１号）について〕は、原案どおり承認されました。

日程第９、承認第６号 専決処分の承認を求めることについて〔令和２年度北竜町特別

養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第１号）について〕は、原案どおり承認されまし

た。

◎日程第１０ 同意第６号ないし日程第２０ 同意第１６号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りします。

日程第１０、同意第６号から日程第２０、同意第１６号まで、農業委員会委員の任命に

ついての同意案件でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ござ

いませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程第１０、同意第６号 農業委員会委員の任命について、日程第１１、同意

第７号 農業委員会委員の任命について、日程第１２、同意第８号 農業委員会委員の任

命について、日程第１３、同意第９号 農業委員会委員の任命について、日程第１４、同

意第１０号 農業委員会委員の任命について、日程第１５、同意第１１号 農業委員会委

員の任命について、日程第１６、同意第１２号 農業委員会委員の任命について、日程第
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１７、同意第１３号 農業委員会委員の任命について、日程第１８、同意第１４号 農業

委員会委員の任命について、日程第１９、同意第１５号 農業委員会委員の任命について、

日程第２０、同意第１６号 農業委員会委員の任命について、以上１１件一括議題といた

します。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

人事案件につき討論を省略し、これから質疑を行います。同意第６号について、質疑が

あれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第８号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第９号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１０号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１１号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１２号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１３号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１４号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。
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同意第１５号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１６号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

採決をいたします。

同意第６号から同意第１６号まで、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、同意第６号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決

定されました。

同意第７号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定されま

した。

同意第８号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定されま

した。

同意第９号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定されま

した。

同意第１０号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１１号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１２号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１３号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１４号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１５号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

同意第１６号 農業委員会委員の任命については、原案どおり同意することに決定され

ました。

◎日程第２１ 同意第１７号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２１、同意第１７号 公平委員会委員の選任についてを

議題といたします。
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理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

同意第１７号について、人事案件につき討論を省略し、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１７号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、同意第１７号 公平委員会委員の選任については、原案どおり同意することに

決定いたしました。

◎日程第２２ 同意第１８号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２２、同意第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選

任についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

同意第１８号について、人事案件につき討論を省略し、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

同意第１８号、原案どおり同意することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、同意第１８号 固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案どおり同

意することに決定いたしました。

ここで１３時３０分まで休憩をいたします。

休憩 午前１１時４５分

再開 午後 １時２８分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程第２３ 議案第３６号
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〇議長（佐々木康宏君） 日程第２３、議案第３６号 北竜町税条例の一部改正について

を議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第３６号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第３６号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３６号 北竜町税条例の一部改正については、原案どおり可決されまし

た。

◎日程第２４ 議案第３７号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２４、議案第３７号 固定資産評価審査委員会条例の一

部改正についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第３７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第３７号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。
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よって、議案第３７号 固定資産評価審査委員会条例の一部改正については、原案どお

り可決されました。

◎日程第２５ 議案第３８号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２５、議案第３８号 北竜町地域支え合いセンターの設

置及び管理に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第３８号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第３８号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３８号 北竜町地域支え合いセンターの設置及び管理に関する条例の一

部改正については、原案どおり可決されました。

◎日程第２６ 議案第３９号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２６、議案第３９号 北竜町国民健康保険条例等の一部

改正についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第３９号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。
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採決をいたします。

議案第３９号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３９号 北竜町国民健康保険条例等の一部改正については、原案どおり

可決されました。

◎日程第２７ 議案第４０号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第２７、議案第４０号 北竜町介護保険条例の一部改正に

ついてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第４０号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第４０号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第４０号 北竜町介護保険条例の一部改正については、原案どおり可決さ

れました。

◎日程第２８ 議案第４１号及び日程第２９ 議案第４２号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りいたします。

日程第２８、議案第４１号から日程第２９、議案第４２号まで、北竜町奨学資金貸付基

金条例に関わる議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程第２８、議案第４１号 北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正について、

日程第２９、議案第４２号 北竜町特別奨学資金貸付基金条例の制定について、以上２件
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一括議題といたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

これから質疑を行います。議案第４１号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第４２号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第４１号から議案第４２号まで、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第４１号 北竜町奨学資金貸付基金条例の一部改正については、原案どお

り可決されました。

議案第４２号 北竜町特別奨学資金貸付基金条例の制定については、原案どおり可決さ

れました。

◎日程第３０ 議案第４３号ないし日程第３４ 議案第４７号

〇議長（佐々木康宏君） 日程についてお諮りいたします。

日程第３０、議案第４３号から日程第３４、議案第４７号まで、令和２年度補正予算に

係る議案でありますので、一括議題といたしたいと思います。これにご異議ございません

か。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

日程第３０、議案第４３号 令和２年度北竜町一般会計補正予算（第４号）について、

日程第３１、議案第４４号 令和２年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について、日程第３２、議案第４５号 令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会
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計補正予算（第２号）について、日程第３３、議案第４６号 令和２年度北竜町農業集落

排水事業及び個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）について、日程第３４、議案

第４７号 令和２年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）について、以上５件一

括議題といたします。

理事者より順次提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 続木総務課長。

〇総務課長（続木敬子君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 東海林住民課長。

〇住民課長（東海林孝行君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 森永楽園園長。

〇永楽園長（森 能則君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 奥田建設課長。

〇建設課長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 奥田建設課長。

〇建設課長（奥田正章君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 議案第４３号から議案第４７号まで、提案理由の説明が終わり

ましたので、これから質疑を行います。

議案第４３号について、質疑があれば発言願います。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） ８ページ、２０款諸収入のところの雑入、町村有建物災害共済金

ということで、これもしかして老人憩いの家のことでよろしいですか。

〇議長（佐々木康宏君） 続木総務課長。

〇総務課長（続木敬子君） ご指摘いただきましたとおり、一昨年工事をやりました老人

憩いの家等の共済金の収入でございますが、年度を越えて今年度６月の８日に収入させて

いただいたものを今回計上させていただきます。収入が遅れてしまったことをおわび申し

上げます。

〇議長（佐々木康宏君） 他の議員、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第４４号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）
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〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第４５号について、質疑があれば発言を願います。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） ７ページ、一般管理費のところで委託料、先ほど説明があったの

ですけれども、説明の内容がちょっとよく分からなかったのですけれども、デイサービス

の業務委託料については１名乗る人が増えたから増えたということですか。

それと、園外受診については、職員が減ったので、委託分が増えたということなのです

か。それと、どこに委託しているのかちょっと分からないのですけれども、教えてくださ

い。

〇議長（佐々木康宏君） 森永楽園園長。

〇永楽園長（森 能則君） デイサービス送迎の業務につきましては、当初職員異動がな

い中での予算を立てておりましたので、その職員が１名と社協のほうに１名という形での

予算立てをしておりましたが、その職員の異動に伴いまして事務所の職員が減った状況も

ありまして、対応する職員が少ない中でその業務をやるのがほかの業務に支障があるとい

うことで社協のほうに１名体制から２名体制にしたいという形のものであります。

園外受診につきましてもその職員が対応しておりましたが、異動になりましたので、当

初予算の科目設定ではあったのですけれども、全て定期的な受診については社協のほうに

お願いして、大体午前、午後と受診があるときもありますので、そういった意味で週５回、

５２週の予算を計上させていただいているところであります。

〇議長（佐々木康宏君） ３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） そしたら、今園の職員はついていっていないということなのです

ね。

〇議長（佐々木康宏君） 森永楽園園長。

〇永楽園長（森 能則君） 業務に際しては、デイサービスも受診についても、デイサー

ビスはデイの職員、受診に関しては看護師が引率して行っております。

（「運転手」の声あり）

〇永楽園長（森 能則君） この予算につきましては、運転手を委託する部分のものであ

ります。

（「ハイヤーに委託しているの」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 社協に。だけれども、分からないな、何か。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） 要するに運転手を今まで社協の中でやっていた人が１名しなくな

ったので、もう一名も社協から出してもらっているということなの、そして２台動かして
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いるという意味なの、よく分からないのだけれども。

〇議長（佐々木康宏君） 休憩いたします。

休憩 午後 ２時５１分

再開 午後 ２時５２分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

他の議員、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第４６号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

議案第４７号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第４３号から議案第４７号まで、原案どおり可決することに賛成の方は挙手をお願

いいたします。

（賛成者挙手）

〇議長（佐々木康宏君） 全員挙手です。賛成です。

したがって、議案第４３号 令和２年度北竜町一般会計補正予算（第４号）については、

原案どおり可決されました。

議案第４４号 令和２年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）については、

原案どおり可決されました。

議案第４５号 令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第２号）

については、原案どおり可決されました。
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議案第４６号 令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）については、原案どおり可決されました。

議案第４７号 令和２年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第１号）については、原

案どおり可決されました。

ここで３時１０分まで休憩をいたします。

休憩 午後 ２時５４分

再開 午後 ３時０７分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程第３５ 報告第２号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３５、報告第２号 令和元年度北竜町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

報告第２号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

報告第２号 令和元年度北竜町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告については、報告

済みといたします。

◎日程第３６ 報告第３号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３６、報告第３号 株式会社北竜振興公社の経営状況を

説明する書類の提出についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 南波企画振興課長。

〇企画振興課長兼ひまわりプロジェクト推進室長（南波 肇君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

報告第３号について、質疑があれば発言を願います。

４番、小松議員。

〇４番（小松正美君） 質問をさせていただきます。
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ただいま説明があった中でみのりっち北竜の分、これが前年比３１．４％減ということ

で１，５００万前年から落ちたということで、その分のお金が今回そのまんま、数字だけ

いったらそのまんま当期純損益の金額に似ておるなということで、この３１．４％も落ち

るというのは単純にメロン価格の下落だとか、消費税が上がっただとか、そんなことだけ

の原因なのでしょうか。その原因についてお伺いいたしたい。

〇議長（佐々木康宏君） 南波企画振興課長。

〇企画振興課長兼ひまわりプロジェクト推進室長（南波 肇君） お配りをしております

資料の５ページを御覧をいただきたいと思います。合計の一覧載っておりまして、右側の

上にみのりっち北竜載ってございます。３０年度と元年度比較で表載っていますけれども、

生産者の売上げのほうはそんなに変わっていません。その左側、売上げということで、こ

れが実際のもうけというのですか、売上げですけれども、夏場７月、８月大きく減ってお

ります。ここは、ふるさと納税のメロンの取扱い、前にちょっと表でお示しをしましたと

思いますけれども、昨年と一昨年と比較すると半分ぐらいに減っているとか、そういうも

のもあって純粋にみのりっち北竜だけの売上げではないふるさと納税取扱い分が減ったと

か、メロン価格が減少したというのは一つの要因ではあっても、この数字に占める割合と

してはそう大きな要素ではないのですけれども、一番はやっぱりふるさと納税のメロンの

取扱いが減少したということが大きいかなというふうに思っております。

〇議長（佐々木康宏君） ４番、小松議員。

〇４番（小松正美君） ふるさと納税のメロンの取扱いの部分が減ったということと併せ

て、前年度については５億以上のふるさと納税が入ってきたということで、それの返礼品

として米をみのりっち北竜経由、振興公社経由で出していますよね。みのりっち経由では

なっていないのですか。振興公社ですか。そしたら違いますね。ごめんなさい。いいです。

〇議長（佐々木康宏君） よろしいですか。

〇４番（小松正美君） はい、いいです。

〇議長（佐々木康宏君） ほかに質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

報告第３号 株式会社北竜振興公社の経営状況を説明する書類の提出については、報告

済みといたします。

◎日程第３７ 閉会中の所管事務調査について

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３７、閉会中の所管事務調査についてを議題といたしま

す。

局長、朗読。

〇事務局長（高橋 淳君） （朗読、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 本件について、申出のとおり許可することにご異議ございませ
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んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、閉会中の所管事務調査については、申出のとおり許可することに決定いたしま

した。

◎日程第３８ 議員の派遣について

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３８、議員の派遣についてを議題といたします。

局長。

〇事務局長（高橋 淳君） （朗読、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） ただいまの局長朗読のとおり派遣することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議員の派遣については、提出のとおり許可することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時２３分

再開 午後 ３時２５分

〇議長（佐々木康宏君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

◎日程の追加について

〇議長（佐々木康宏君） お諮りいたします。

ただいま町長から行政報告１件、議案１件、議員から意見書案３件が提出されました。

この際、日程に追加し、議題にいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、日程に追加し、議題とすることに決定いたしました。

◎日程第３９ 行政報告

〇議長（佐々木康宏君） 日程第３９、行政報告を行います。

佐野町長。

〇町長（佐野 豊君） 追加議案に係る行政報告を申し上げます。

企画振興課より新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の拡充についてであ

ります。国では、新型コロナウイルス感染症により引き続き困難な状況にある国民、事業
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者をしっかりと支え、雇用と事業と生活を守り抜くとともに、次なる流行のおそれに万全

の備えを固めるため、先に成立した第一次補正予算を強化するため、総額３１兆９，１１

４億円の第二次補正予算を５月２７日に閣議決定し、６月１２日に成立したところであり

ます。地方自治体向けの臨時交付金も２兆円拡充され、各都道府県、市町村への交付限度

額の配分は近々行われるものと思われます。現在対象事業の精査を行っておりますが、早

急に対応を要する６事業、１，７０１万円を追加補正予算として提出させていただきます

ので、ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。

〇議長（佐々木康宏君） 以上で行政報告を終わります。

◎日程第４０ 議案第４８号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４０、議案第４８号 令和２年度北竜町一般会計補正予

算（第５号）についてを議題といたします。

理事者より提案理由の説明を願います。

高橋副町長。

〇副町長（高橋利昌君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 続木総務課長。

〇総務課長（続木敬子君） （説明、記載省略）

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

議案第４８号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

議案第４８号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、議案第４８号 令和２年度北竜町一般会計補正予算（第５号）については、原

案どおり可決されました。

◎日程第４１ 意見書案第２号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４１、意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に

向けた施策の充実・強化を求める意見書についてを議題といたします。

本件については朗読を省略し、提案者の説明を願います。

７番、藤井議員。
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〇７番（藤井雅仁君） 意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充

実・強化を求める意見書について。

上記の意見書案を会議規則第１３条第１項の規定により、別紙のとおり提出いたします。

令和２年６月１８日。

提出者、藤井、賛成者、北島議員。

提出先につきましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣であり

ます。

本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物

の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるために

は、「植えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める

必要がある。

人工林資源が本格的な利用期を迎える中、計画的な間伐や伐採後の着実な植林を一層進

めるため、地方債の特例措置を継続するなど、森林資源の循環利用による林業・木材産業

の成長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要である。

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

１、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用の

安定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。

２、間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、「森林の間伐等の実施の促進に関す

る特別措置法」を延長し、同法に基づく森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債を

可能とする地方債の特例措置を継続すること。

３、森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の

実情を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや森

林づくりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

令和２年６月１８日。

議員各位の賛同をよろしくお願いいたします。

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

意見書案第２号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

意見書案第２号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。
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（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求

める意見書について、原案どおり可決されました。

直ちに提案どおり関係省庁に対し本意見書を送付いたします。

◎日程第４２ 意見書案第３号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４２、意見書案第３号 「地方財政の充実・強化」を求

める意見書についてを議題といたします。

本件については朗読を省略し、提案者の説明を願います。

４番、小松議員。

〇４番（小松正美君） 意見書案第３号 「地方財政の充実・強化」を求める意見書につ

いて。

上記の意見書案を会議規則第１３条第１項の規定により、別紙のとおり提出する。

令和２年６月１８日。

提出者、北竜町議会議員、小松正美、賛成者、北竜町議会議員、藤井雅仁議員でござい

ます。

提出先につきましては、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業

大臣、内閣府特命担当大臣でございます。

「地方財政の充実・強化」を求める意見書。

いま地方自治体には、医療・介護などの社会保障への対応、子育て支援策の充実、地域

交通の維持・確保など、より多様化・複雑化した行政需要への対応が求められています。

しかし、現実に公的サービスを担う人材不足は深刻化しており、疲弊する職場実態にある

中、近年多発している大規模災害やそのための防災・減災対策の実施、また新たに発生し

ている新型コロナウイルス感染症対策など、緊急な対応を要する課題にも直面しています。

人口減少・超高齢化にともなう社会保障費関連をはじめ、新型コロナウイルス感染にか

かる継続的な対策を必要とする地方の財政需要に対応するためには、さらなる地方財政の

充実・強化が求められています。

このため、２０２０年度補正予算および２０２１年度の政府予算と地方財政の検討にあ

たっては、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう、政府に以下の事

項の実現を求めます。

以下１２項目につきましては、資料をお配りしておりますので、お目通し、ご確認をい

ただきますようお願いを申し上げます。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。

議員各位の賛同を求めるものであります。

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。
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意見書案第３号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

意見書案第３号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第３号 「地方財政の充実・強化」を求める意見書については、原案

どおり可決されました。

直ちに提案どおり関係省庁に対し本意見書を送付いたします。

◎日程第４３ 意見書案第４号

〇議長（佐々木康宏君） 日程第４３、意見書案第４号 「新たな基本計画における農村

振興の強化」を求める意見書についてを議題といたします。

本件については朗読を省略し、提案者の説明を願います。

３番、北島議員。

〇３番（北島勝美君） 意見書案第４号 「新たな基本計画における農村振興の強化」を

求める意見書について。

上記の意見書案を会議規則第１３条第１項の規定により、別紙のとおり提出する。

令和２年６月１８日。

提出者、北島、賛成者、中村議員。

提出先につきましては、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、厚生労働

大臣、農林水産大臣であります。

「新たな基本計画における農村振興の強化」を求める意見書。

前段を省略します。

中段から。政府が今年３月に新たに策定した、今後の１０年間の農政の指針となる「食

料・農業・農村基本計画」の推進にあたっては、同基本法での「食料の安定供給」「多面

的機能の発揮」「農業の持続的発展」「農村の振興」の理念のもと、食料自給率の向上・

食料安全保障を確立し、地域社会の維持・存続を図る地域政策が重要となっており、産業

政策との車の両輪として実効性のある具体的な施策が求められております。

ついては、新型コロナウイルス感染症によって地域経済・社会が甚大な影響を被ってい

ることから万全な対策を図るとともに、一次産業を含めた農村地域の一層の振興を図るべ

く、下記の通り要望いたします。
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１、農村地域で安心して暮らせる生活環境の整備に向けて、都市部と同等の医療・福祉

・教育・雇用・情報通信などについての十分な政策支援を講じること。

また、基幹産業である農業への政策として、農地の維持など日本型直接支払いの拡充・

強化や地域社会の維持・活性化に繋がる新たな政策支援を講じること。

２、食料安全保障の観点から、新たな基本計画で掲げる食料自給率目標が確実に達成で

きるよう、農畜産物の市場開放に歯止めをかけるとともに、国内農業の生産並びに農村振

興の強化など具体的な施策を講ずること。

また、国内農畜産物の再生産に向けた農業経営の安定化・所得補償の充実を図るととも

に、災害に強い農業づくりに向けた十分な財政措置を講じること。

３、家族農業や農業法人など多様な農業が共存できる地域施策の充実を図り、次世代を

担う新規就農者や後継者などの育成・確保対策を強化するとともに、農村人口の維持や移

住・定住促進に向けた環境整備のための手厚い財政支援を講じること。

以上、地方自治法第９９条の規定によりこの意見書を提出いたします。

令和２年６月１８日。

議員皆さんの賛同をよろしくお願いいたします。

〇議長（佐々木康宏君） 提案理由の説明が終わりました。

意見書案第４号について、質疑があれば発言を願います。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 討論を終わります。

採決をいたします。

意見書案第４号、原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第４号 「新たな基本計画における農村振興の強化」を求める意見書

については、原案どおり可決されました。

直ちに提案どおり関係省庁に対し本意見書を送付いたします。

◎閉会の議決

〇議長（佐々木康宏君） お諮りいたします。

本定例会の会議に付された案件は全て終了いたしました。

したがって、会議規則第６条の規定により、本日で閉会いたしたいと思います。これに

ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（佐々木康宏君） 異議なしと認めます。

よって、本定例会は本日で閉会することに決定いたしました。

◎閉会の宣告

〇議長（佐々木康宏君） 本日の会議を閉じます。

これで令和２年第２回北竜町議会定例会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

閉会 午後 ３時４８分
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